
  

  

  

 

見て・聞いて・考える！！ 
秋のゆめじろうツアー 

 
みつまめ・チャレンジド共催座談会 ～ＩＮゆめじろう～ 

  
  チャレンジドでは、これまで「プチ座談会」として、奥田公民館で制度の

ことを一緒に学んだりしてきましたが、今回は、これまでも色々な面で大変お
世話になっている、『みつまめ』のお母さん方と一緒に共催という形で開催させ

ていただくことができました。 
「美浜を出て、他の事業所も見てみよう」ということからはじまり一緒に計

画をしていく中で、「子育てのことや、子どもの就職についても相談にのって
ほしい」などお母さんがたならではの視点も盛り込まれた座談会となりました。 

9月 19日、座談会当日は、武豊町の「ＮＰＯ法人ゆめじろう」におじゃまし
て、代表の出口さんよりお話を伺うことができました。みつまめとチャレンジ

ド、合わせて総勢 14名の参加でした。 
親が見られなくなっても地域で障碍を持つ方が生活できる仕組みをどのよ

うに作っていったらよいか、それにはどのようなサービスが必要か。本人が本
人らしく社会の一員となっていくための支援、そしてそのご家族も社会の一員

としてレスパイトを利用することの大切さなど、とても興味深い内容をお聞き
することができたと思います。 
その後、昼食交流会として、出口さんにも引き続き参加していただき、普段
の生活の中で分からないことなど相談にのっていただいたり、普段疑問に思っ

ていることなどをお母さん同士で話したりしながら、おいしい昼食をいただき
ました。次は、美浜でじっくり話ができるといいですね。 
みつまめの皆さん、出口さん、ありがとうございました！！ 
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インタビュアー：石川 
今回は、竹村朋子さんに、４年間の大学生活を振り返
って、色々な思いや経験をぜひ聞いてみたい！という
ことで、インタビューにこたえてもらいました。卒業
前だから言える貴重な声、思い出の一膜を感じ取って
もらえるはず。                  

 

◎自己紹介 
こんにちは！竹村朋子です。ニックネームは、「ともちゃん」大阪府出身。現在、日本福祉
大学社会福祉学部４年で、美浜で一人暮らしをしています。幼い頃かかった脳漿の後遺症
により、肢体不自由になりました。殿堂車イスを使い、毎日ヘルパーさんや友達の介助を
受けながら、生活しています。今ハマっていることは、パソコンのゲーム。一見、まじめ
そうに見られるけど、実は大雑把な性格。人と話すのが好きです。 

 

 

Ｑ：日本福祉大学で学びたいと思ったきっかけは？ 

Ａ：高校２年生の時に、福祉関係のサークルに入りました。施設にボランティアに行った

り、地域の作業所と交流する中で、福祉に興味をもつようになっていきました。福祉を学

びたいと思い、大学を探したのですが、近畿地方の大学は、自分にあった支援体制が不十

分でした。そんなとき、日本福祉大学は障害学生の支援体制が他より充実しているようで、 

またリハビリの先生や進路指導の先生からの勧めもあり、 

日本福祉大学への入学を希望しました。 

 

Ｑ：一人暮らしを経験して、よかったこと・苦労したことはどんなことですか？ 

Ａ：始める時、どんな心境だったかな？と、今思い返すと、自分は「何とかなるやろう」

と、そんなに不安なく始めたような気がします。（親にとってはそうでもなかったかも？！）

まず、私の一人暮らしには介助のボランティアが必要なので、障害学生支援センターオリ

エンテーションで話をしたり、ビラを配ったり、授業の始めの自己紹介で話したりして、

ボランティアを集めました。その中でボランティアしてくれる人が見つかり、友達ができ

ていったことが、よかったことです。 

 苦労したことは、友達・ボランティアがどうし 

ても必要な時に集まらず、がんばって探したこと。 

夜中中、友達の立場も気遣いながら、でも自分は 

必要なので、色々悩みながらも、色んな人にメー 

ルを送って探したなぁ。 

 

 

 

 

 



Ｑ：大学生活で印象に残っていることは？ 

Ａ：やっぱり一人暮らしを経験したことかな。ヘルパーさんを使ったり、友達・ボランテ

ィアさんとの関わりから、人間関係を学べたと思う。特にそれまでは、親が介助していた

のが、大学に入ってからは、同じ年代の人になって、感覚もだいぶ違い、新しい刺激にな

りました。 

 あと、楽しかった思い出は、友達と京都やディズニーランドに行ったことです。 

 

Ｑ：大学で興味をもって勉強した分野はどんなことですか？ 

Ａ：最初は、漠然と福祉に興味があり、自分に障害があっても、他の分野に興味をもつよ

うになろうと思った。けれども、学年があがるにつれ、やはり自分に障害があるからわか

ることがあると思うようになり、ゼミでも障害者福祉を専攻しました。卒論では、「障害受

容」をテーマに取り組んでいます。自分の経験とも重ね合わせながら、本人の受容と親の

受容の両方からの視点で深めていきたいなと思っています。 

 

Ｑ：美浜で一人暮らしを経験して、こんな福祉制度や支援体制があったらいい

なと思うことは？ 

Ａ：うーん、なかなか難しい質問ですね。私が思うのは、美浜は田舎だから、選べるサー

ビスが少ないことでしょうか。制度や事業があっても、実際のサービスがもっと幅広い選

択肢の中から使えるようになったらいいなと思います。 

 

Ｑ：卒業するまでにやってみたいことはありますか？ 

Ａ：卒業旅行に行きたいです。 

 

Ｑ：将来どんな道に進みたいと考えていますか？ 

Ａ：障害児の通園施設で、ソーシャルワーク的な仕事をしてみ 

たい。自分の経験からも、障害当事者が相談者にいることは大 

きいと思う。現実は厳しいかもしれないけど、希望に思ってい 

ることです。 

 

Ｑ：その他、読者・後輩に伝えたいことはありますか？ 

Ａ：これは一年生の自分に言いたいことなんですけど、「もうちょっと勉強してください。

大学の講義以外に、もっと色んな活動をしてください」と。一年生の頃は、生活に慣れる

のに精一杯だけど、二年なら、色々できると思う。私は、気持ちはあったものの、一歩が

踏み出せず、ぼーっと過ごしてしまった。気持ち・行動・きっかけ・・・いろんな要因が

あると思うけど、限られた４年間、チャンスを逃さないで！ 

 
 
 

 
 



 
 
支援費制度に変わり、１０月より障害者自立支援法が完全施行されました。既に４月から

は１割の利用者負担が始まっていますが、めまぐるしく動く福祉制度の中、これから何が

どう変わり、自分や家族の生活にどんな影響が出るのだろう？と、不安を感じている方も

多くいらっしゃることと思います。 

  ここでは、チャレンジド（ヘルパーステーションＮＥＯ）の行って

いる主な事業を中心に、どんなところが新しく変わるのか、紹介した

いと思います。なお、セルフコーディネート（自ら、ヘルパーを選び、

自分で地域生活をコーディネートする）も対応していきます！！ 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

国が主体の制度（自立支援給付） 市町村が主体の制度 

（地域生活支援事業） 
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護 
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家事援助（身体障害者・知的障害者） 
ʽ自宅内で、掃除、洗濯、食事づくりなどをさせて頂きま
す。１回につきおおむね１時間３０分までご利用できま
す。障害程度区分１の方から。 
 

身体介護（身体障害者・知的障害者）
・自宅内で、入浴、排泄、着替えなど
をお手伝いします。また、知的障害者
の場合は、自宅周辺の散歩等も尾付き
添いします。１回につき３時間程度ま
でが基本となります。障害程度区分１
の方から。 
 

重度訪問介護（身体障害者）
・重度の肢体不自由者で常に介
護を必要とする人の長時間の居
宅介護（家事援助・身体介護）
＋移動支援を行います。・従来の
日常生活支援の移行型となりま
す。・障害程度区分３の方から。
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移動支援 
（身体障害者・知的障害者） 
・外出時の支援をさせていた
だきます。・今まで居宅介護の
中で行なわれてきた移動介護
と同じです。・利用料負担、ヘ
ルパー資格、車両を使っての
移送、個別・グループ支援、
現地集合・現地解散なども、
市町村ごとの判断になりま
す。 
 

相談支援 

（主に身体障害者・知的障害者）

・障害種別に関わりなく、地域
生活に関する様々な相談と権利
擁護、関係機関との連絡調整等 
・美浜町では、南知多町・武豊
町と３町合同で事業委託され
た、「知多南部相談支援センター
ゆめじろう・わっぱる」が担当
します。チャレンジドからも相
談員が派遣されています。 

 

１０月から、本格施行された、障害者自立支援法ですが、まだまだ未定な部分も多く、わからないこ

と・疑問に感じることがたくさんあるかと思います。そして、市町村ごとに実施される事業が大きく

なる中で、「こんなニーズを汲んだサービスが地域にほしい」など、長期的な視野で考えていきたい課

題もたくさんあると思います。またそのような声があがってきたら、行政を交えての勉強会や、相談

支援センターを活用してのグループ学習会などを行なって、皆さんと共に考えていけるとよいですね。

 

行動援護（知的障害者）
・自己判断能力が制限され
ている人が行動するとき
に、危険を回避するために
必要な支援、外出支援 
・区分３以上＋行動関連項
目の合計10点以上 



 
 
 

◆「知多南部相談支援センター ゆめじろう・わっぱる」が、美浜・南
知多・武豊町での相談支援をを行ないます 

   ◆１０月１日より障害者自立支援法の施行に伴い、市町村で相談支援事
業がスタ ートしました。知多南部３町（武豊町・美浜町・南知多町）
では、NPO法人ゆめじろうとわっぱるが、自治体より委託を受け、障が
いのある方と家族の地域生活に関する様々な相談を行なうことになりま
した。障がいの種別や手帳の有無に関わりなく、身近な相談窓口として、
ご活用ください。個別の相談支援の他に、毎月各町での巡回相談の開催
や、障がい当事者や家族の会の勉強会に出向くことも行ないます。また、
当事者・行政・支援者・関係者が集まり、個々の相談からあがってきた
課題を地域全体で解決するための「地域自立支援協議会」の開催などを
通して、地域福祉の向上を目指していきます。 
◆ＮＰＯ法人チャレンジドからも、辻（理事長）・土肥（事務局）・石川
（事務局）の３名が、相談支援スタッフとして交代でゆめじろうのセン
ターに出向することになりました。まだスタートしたばかりですが、皆
さんと共に力をあわせて、安心できる地域の支援体制をつくっていきた
いと思っています。 
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９月 
 １日 コンサート打ち合わせ 
 ２日 障害者自立支援法学習会：可児 
 ４日 相談支援事業話し合い：武豊 
    刈谷市地域生活支援事業説明会 
 ５日 美浜町との懇談：美浜町役場 
    ネットワーク管理 
６日 日常生活支援員養成講座 
８日 福祉実践教室：河和中・ 

日常生活支援員養成講座 
１１日 相談支援員養成講座：名古屋 
１２日 相談支援員養成講座：名古屋 
１３日 日常生活員養成講座 
１５日 ＮＥＯ会議  

日常生活支援員養成講座 
１６日 ガイドヘルパー養成講座講師 
１９日 ぷち座談会ＩＮゆめじろう 
２０日 日常生活員養成講座 
２１日 実習生受け入れ  

相談支援事業話し合い 
２２日 石川帰国 ＮＥＯ会議  

日常生活員養成講座 
２３日 ふれあい運動会：総合体育館 
２４日 ガイドヘルパー実習 
２５日 オープンミーティング 
２６日 日常生活支援員養成講座（実習） 

ＮＥＯ会議 
２７日 師崎中学校  
２８日 日常生活支援員養成講座（実習） 
２９日 日常生活支援員養成講座（実習） 
    ＡＪＵ自立の家 ウェルフェアコンサート 
 

１０月 
1日 ガイドヘルパー実習 
２日 石川復職 
３日 新拠点探し話し合い 
７日 ガイドヘルパー実習 
８日 ガイドヘルパー実習 
１３日 新拠点探し話し合い 
１４日 東海北陸車いす市民集会 
    （～１５日） 
１６日 南知多障害福祉計画策定委員会
１７日 ＮＥＯ会議 
２０日 だいこんの花見学 
２１日 みつまめまつり 
２２日 名古屋シティハンディマラソン
２６日 ＮＥＯ会議 
２７日 オープンミーティング 
    ネットワーク管理 
２８日 ピアカウンセリング講座 
２８日 いっぽの会１５周年記念行事 
３１日 東京大フォーラム 
    相談支援事業説明会 

８月 
 ２日 ３法人合同ヘルパー研修会：奥田公民館 
 ３日 野間中職場体験（～４日） 
１２日 ＤＰＩ常任委員会：東京 
２０日 障害者の就労を広げる集い：刈谷 
２１日 みつまめの集い・オープンミーティング 
２２日 知多中南部有償運送協議会：常滑 
２３日 福祉実践教室講師（武豊社会福祉協議会主催） 
    高校生お料理クラブ：奥田公民館 
２５日 コンサート打ち合わせ：名古屋 
    あいちきヘルパー研修会 
２７日 金子送別会：海人珈琲館 

 



      

              ȸ Țɘ Ɗ 

    題：「ふーちゃん」   コラムニスト：土肥克也 

 

◇昔、私の友達に「ふーちゃん」という愛称の、ほぼ同年代のダウン症らしき女の子がいた。「らし

き」と答えたのは、あまりはっきりした記憶がない。とういうのも、遊んでいたのは私が物心ついた4・

5 歳の頃なので、実は本名も年齢もわからず、覚えていることといったら、「ふーちゃん」という愛称

と、病室と担当医が同じだったということだけである。                                  

◇入院中に出会った彼女とは、6人部屋の病室で、他の障碍児が次々と入退院を繰り返す中、私

と彼女だけは仲良く残り、長い間一緒に入院していた。ともすれば、何も喜びがない入院生活を、

時に喧嘩しながら、（一方的に、私がおもちゃを取られて泣いていたが・・）時に一緒に遊び、楽し

く過ごさせてもらった。                                                 

◇その当時、もちろんだが私には、「ダウン症」とか「知的障碍」とかいう言葉は知らない。今思え

ば、彼女と言葉を使って会話した覚えがなかったが、普通に話しかけ、言葉がしゃべれないのに

もかかわらず、なぞなぞ遊びもした記憶がある。私にとっては「障碍」があるなしは関係なく、彼女

は大切な友達だった。                                                      

 

◇やがて、長期の入院をしなくなり、特殊学級で障碍児とも直接関わりがなかった私にとっては、

他の障碍児と関わることはほとんどなくなった。                                   

◇「ふーちゃん」以降、始めて障碍児に出会ったのは、大学のボランティアだった。国史（日本史）

専攻の大学生だった私は、何を思ったか大学近くの社協に飛び込み、障碍児のボランティアを始

めた。そのボランティアでは、身体にも知的にも重度の障碍を持つ子が多く、2～3 回ボランティア

に行っても、どのように接したらいいのかわからず、行っているのに行っている気がせず、悩んで

いる時期があった。                                                    

◇その時、『なぜ「ふーちゃん」のときはすんなり、打ち解けたのだろう？』と考えるようになった。よ

くよく考えれば、幼い私にとって「ふーちゃん」は「ふーちゃん」であり、障碍があっても障碍と認識

していなかったのだろう。しかし、大学生のときは、「障碍」を過剰に認識をしてしまい、障碍児を障

碍児としか見れず、うまく接することができないのだろうかと。                                    

◇その事が、わかった時、ふと寂しい気持ちになった。またそれと同時に、今のままのように、接し

方がわからず終わりたくないとも思った。                                       

◇今よくよく、思い返せば、私がこの世界に入るきっかけを与えてくれたのは、「ふーちゃん」なの

かもしれない。「障碍を障碍と思わない社会」言葉で表すと、理想郷にも聞こえてくるが、みんなで

この町をそんな社会にしてみたい。                                         

 

 

 

 




